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内部統制システムの基本方針の一部改定に関するお知らせ 

 

当社は、2015年５月12日開催の取締役会において、内部統制システムの基本方針を一部改

定することを決議いたしましたので、お知らせいたします。 

 

記 

１． 改定の目的 

平成27年５月１日施行の改正会社法および同施行規則に基づき、「内部統制システ

ムの基本方針」の規定を変更するものであります。 

 

２． 改定後の基本方針について 

 改定後の内部統制システムの基本方針は、以下のとおりであります。 

 

内部統制システムの基本方針 

 

(1) 業務の適正を確保するための体制 

当社では、業務の適正を確保するための体制について、以下のとおり定めております。 

① 取締役・使用人の職務の執行が法令および定款に適合することを確保するための体制 

当社は、取締役の職務執行および取締役の指揮・監督の下に業務執行を行う使用人の職 

務執行が法令等に適合することを確保するため、コンプライアンス行動基準を定めてお 

ります。さらにその内容を具体化したコンプライアンス・ハンドブックを作成し、これ 

らをすべての取締役および使用人に配布することにより常日頃から企業理念・企業倫 

理・コンプライアンスなどの浸透および徹底を図っております。 

また、コンプライアンス委員会による社内研修会の実施、コンプライアンス通信の定期 



的発行による啓蒙活動などを充実させ、取締役および使用人とも常にコンプライアンス 

に対する高い意識が保てる体制を確保し、法令違反行為の予防に努めてまいります。 

さらに、内部監査部による内部監査体制を整備し、業務運営の適正処理や効率性の監査 

とともに業務の相互牽制ならびにモニタリング機能の監査を行い、内部監査の結果がコ 

ンプライアンス体制の充実に反映できる体制を整備しております。 

② 取締役の職務の執行に係る情報の保存および管理に関する体制 

当社は、取締役の職務執行および取締役の指揮・監督の下に業務執行を行う使用人の職 

務執行に係る情報へのアクセスについて、稟議規程、文書管理規程、情報セキュリティ 

管理規程、契約業務管理規程等の社内規程に基づき稟議書等の文書の作成、保存および 

管理を行い、その体制の確保を図っております。今後は、さらにその充実を図ることに 

努めてまいります。 

③ 損失の危険の管理に関する規程その他の体制 

当社は、医薬品という人々の健康にかかわる製品を扱う企業として、リスクマネジメン 

ト基本規程を定め、その下で、リスク管理体制を構築し、企業活動におけるリスクを把 

握するとともに各部門においてリスク管理に関する手順書を制定し、またリスクマネジ 

メント推進室、内部統制委員会およびコンプライアンス委員会をはじめとする関連委員 

会と連携しながら、リスク発生の予防、リスク管理、発生したリスクへの対処等に対応 

できる体制を構築しております。また、当社は、医薬品企業として薬事法に則った製造 

販売業の三役（総括製造販売責任者・品質保証責任者・安全管理責任者）会議を定期的 

に開催し、医薬品の品質、有効性および安全性を確約する体制を構築しております。 

さらに、当社は、グローバルへ業容を拡大するなかで、世界水準の医薬品品質システム 

を導入し、より高度な安全性を追及していきます。 

④ 取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制 

当社は、執行役員制度を導入し、取締役会による意思決定が執行役員により迅速かつ効 

率的に業務執行される体制をとっております。毎月１回定例取締役会を開催し、そのほ 

か取締役および執行役員を構成メンバーとした経営会議を定期的に開催し、業務執行に 

関する両者間の意思疎通を図るとともに、各部門の業務目標の進捗状況等を定期的に報 

告することにより、早期に適切な対策がとれる体制を整えております。 

なお、日常の業務執行における意思決定は、業務分掌規程、職務権限規程等に基づき行 

っており、今後は、さらに職務権限の見直し等により、意思決定ルートの簡素化および 

職務執行の効率化を図ってまいります。 



⑤ 当社企業グループにおける業務の適正を確保するための体制 

当社は、関係会社管理規程に基づき子会社の管理を行っております。 

また、子会社の取締役等の職務の執行に係る当社への報告については、関連会社担当取 

締役を置くとともに子会社の取締役に当社取締役を派遣しており、業務執行状況につい 

て当社取締役会において担当取締役から定期的に報告させ、常に財務状況、業務執行状 

況を確認できる体制をとっております。 

子会社の損失の危険の管理については、子会社において当社のリスクマネジメント基本 

規程を準用し、リスク発生の予防、リスク管理、発生したリスクへの対処等に対応でき 

る体制を構築するとともに、当社に対し、かかるリスク管理の状況を定期的又は必要に 

応じて報告させております。さらに、子会社の取締役等の職務の執行が効率的に行われ 

ることを確保するため、意思決定ルートの簡素化および職務執行の効率化を図るととも 

に、当社はこれらの状況について定期的に報告を受けております。また、子会社の取締 

役・使用人の職務執行が法令および定款に適合することを確保するため、子会社におい 

て当社のコンプライアンス行動基準およびコンプライアンス・ハンドブックを準用して 

おります。なお、当社監査役は、その職務を行うために必要があるときは、子会社に対 

し事業の報告を求め、またそのグループ各社の業務および財産の状況を調査いたします。 

⑥ 監査役がその職務を補助すべき使用人を置くことを求めた場合における当該使用人に 

関する体制ならびに当該使用人の取締役からの独立性および監査役の当該使用人に対 

する指示の実効性の確保に関する体制 

監査役の職務を補助すべき使用人は、監査役の必要に応じて置くものとし、当該使用人 

の取締役からの独立性を確保するため、その人事に関しては、取締役は監査役の意見を 

尊重いたします。また、当該使用人に対する監査役からの指示の実行性が確保できるよ 

う、当該使用人は監査役の指揮命令下で職務を遂行するものとし、当社は監査環境の整 

備に協力いたします。 

⑦ 当社および子会社の取締役および使用人等による当社監査役への報告に関する体制な 

らびに当該報告をした者が当該報告をしたことを理由として不利な取扱いを受けない 

ことを確保するための体制 

当社の取締役および使用人は、法令の定めに従い、当社の業務または業務に影響を与え 

る重要な事項についてその都度監査役に報告いたします。また、当社は、当社および子 

会社の全使用人を対象とする内部通報の受付窓口を社内・社外に置き、法令・規範・規 

定の遵守の視点から、これらに反する行為、重大な影響を及ぼす事象について監査役に 



速やかに報告される体制をとっております。 

当社は、監査役に報告した者に対しても、内部通報制度に準じて、当該報告をしたこと 

を理由としていかなる不利益な取扱いを受けないことを確保するとともに、内部監査部 

において、これが徹底されているかにつき、定期的に検証するものとします。 

⑧ 監査役の職務の執行について生ずる費用または債務の処理に係る方針に関する事項 

監査役がその職務の執行について生ずる費用の前払いまたは支出した費用等の償還、負 

担した債務の弁済を請求した場合には、当該請求に係る費用等が監査役の職務の執行に 

必要でないと明らかに認められる場合を除き所定の手続に従いこれに応じるものとい 

たします。 

⑨ その他監査役の監査が実効的に行われていることを確保するための体制 

監査役は、取締役会のほか重要な会議に出席し、あるいは業務執行に関する重要な文書

を閲覧し、必要に応じ取締役、使用人または会計監査人に説明を求めることのできるよ 

う、監査環境を整備いたします。 

⑩ 反社会的勢力排除に向けた基本的な考え方およびその整備状況 

「市民社会へ脅威を与える反社会的勢力とは断固として対決する」ことを基本方針とし、 

その旨を企業倫理綱領に掲げ、全役員・使用人に周知徹底を図っております。また所轄 

警察署、外部専門機関などと緊密な連携関係を構築・維持し、反社会的勢力および団体 

に関する情報収集を積極的に行っております。事案発生時には外部機関や法律の専門家 

と緊密に連携して速やかに対処できる体制を構築しております。 

 

以 上 

 


